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Results of the doctoral thesis screening 

博士論文審査結果 

 

氏 名
N a m e  i n  F u l l

 高部 勲  

 

論文題目
T i t l e

 企業データの統計的マッチング及び変数選択に関する研究  

 

提出された論文は全 6 章 126 ページからなり，日本語で執筆されており，多項ロジット

モデルに基づく統計的マッチング（名寄せ・プロファイリング）のための新たな手法を提

案している．提案手法により，名称・所在地のような詳細な情報がない企業データに対し

ても，効果的な統計的マッチングを行うことが可能となったことが示されている．  

第 1 章では，データマッチングに関する用語の定義を行った上で，企業データマッチン

グの重要性を政府統計に関する社会的変化をふまえ解説している．  

第 2 章では，統計的マッチングに関するこれまでの研究について概観するとともに，そ

れらの課題について整理している．本研究において設定した課題への対応として，多項ロ

ジットモデルを用いた新たな統計的マッチング手法を提案した．提案手法を経済センサス

活動調査のミクロデータと帝国データバンクの企業データに対してマッチング実験を行い，

その結果について考察を行った．  

第 3 章では，マッチングを行うデータのサイズが拡大した場合を念頭に，より効率的・

高速な統計的マッチングを行うための手法について検討している．具体的には，主成分分

析の結果に基づいてあらかじめデータを層化しておき，近隣の層のレコードのみを距離・

尤度計算の対象とすることにより，計算量を減少させることに成功している．  

第 4 章では，第 2 章の方法においてマッチングの正答率を下げている原因として，マッ

チング元のデータベースの１つの企業が，マッチング先のデータベースの複数の企業とマ

ッチングすることがある（この分析では帝国データバンクの１レコードが経済センサスの

複数のレコードと紐付けられることがある）ことに着目した．そこで，統計的マッチング

の精度改善を図るため，統計的マッチングモデルにより得られたマッチング確率を用いて，

統計的マッチングの問題を，重み付き 2 部グラフの最適マッチングの問題として定式化し，

ハンガリー法を適用することによって正答率の向上を達成した．  

第 5 章では，統計的マッチングにより変数が増加した企業データの分析を念頭に置いて，

データに含まれる変数の非線形な関係を考慮しつつ，効率的に変数選択を行う方法につい

て検討した．具体的には，銀行データに基づく企業のデフォルト確率推定モデルの構築を

例として，  B-スプラインに基づくノンパラメトリック回帰及び Adaptive Group LASSO

を組み合わせた方法を適用した結果について分析した．  

第 6 章では，それまでの分析結果を基に，全体的な考察を行うとともに，将来の展望に

ついても示している．なお，本論文第 2 章の内容は経済統計学会の機関誌『統計学』第 115

号に，第 5 章の内容は『統計数理』第 66 巻 2 号に掲載されている．  

本論文の意義は，これまで名前や生年月日などの特定フィールドの完全一致や手動によ

って行われていたデータマッチングを，多項ロジットモデルやハンガリー法などの統計科
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学的な手法を用いることにより，精度の高いマッチングツールを提供できたことにある．

今後，研究に利用できるミクロデータベースが増加し，複数のデータベースを利用した分

析が一般的になるにつれて，本研究の意義が大きくなると予想される．  

以上から，博士論文審査委員会は，本論文が博士（統計科学）の授与に値すると全員一

致で判断した．  




